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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・外出泊用紙は指示受け後、栄養と医事へ必ず提出して下さい。

・食事発注は外出泊の有無、処置（ECT等）により食止め有無確認し、間違えの無いよう発注して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・木村　格治様～アナフラニール（25）1Tは本日の就床前薬服用で飲み切り中止となります。

＜隔離入室患者様・要注目患者様ケース検討＞

・小笠原　久年様～幻覚・妄想から粗暴行為の出現の可能性高い為、終日隔離継続中。

夜間不眠で経過し、表情の硬さ見られ独語・奇異行為あります。本人より「このまま鍵のかかった部屋で良い。出るとうるさくて。」と隔離継続を希望しています。引き続き、終日隔離継続。7/1（月）診察時に主治医へ面談（ECTの説明）の日程確認し、ご家族様への調整連絡を忘れずに行って下さい。

・川村　幸男様～興奮・不穏強く、他者トラブルの可能性あるため、終日隔離継続中。
本日は退室要求やドア叩きなく過ごす事できていますが、女性スタッフ対応時、粗暴性・易怒性みられています。幻視の訴え聞かれ、食事摂取開始するまでに時間要している状況です。引き続き、隔離処遇継続していきます。

・安達　貴浩様～生活上の不満から興奮・不穏をきたしやすい為、終日隔離継続中。

入浴後、時計がなくなったとの訴え聞かれています。紛失した時計については捜索していく事で興奮や易怒性なく過ごす事できています。電話要求あり対応していますが、要求が御家族様に通らず、電話口で怒鳴っている事あります。引き続き、隔離処遇継続していきます。

・中居　松男様～食事数口程度の為、主治医報告し点滴1本、30日（日）分まで処方あり。月曜日以降は状況確認し、日直医へ指示受けして下さい。一時的に酸素飽和濃度88％へ低下する事ありますが、安静にて改善しています。酸素飽和濃度95％以下の際は酸素流入の予測指示あります。吸引にて淡黄色痰多量に除去しています。身体管理目的にて合併症室へ移動しています。全身状態の観察と精神症状の観察を継続していきましょう。

・仲尾　ハナ様～酸素0.5L流入中。各食数口程度。日中で抗生剤の点滴と経口栄養剤、水分でトータル600mlは摂れています。バイタルサインの異常なく、酸素飽和濃度の低下もありません。引き続き、全身状態の観察と精神症状の観察を継続していきましょう。

・澤口　直美様～現在、軽躁状態となっており、話し掛けありますが話しの聞き入れは出来ています。他者トラブルに注意し、精神症状の観察と所在確認の徹底をしていきましょう。

・杉澤　恵子様～昨日、準夜帯、他者の面会があり、自分に面会が来ない事で不機嫌となる事がありました。その際、介入したスタッフの対応に関しての不満を訴えています。本人の不満を作らないように対応していきましょう。また、本人と易怒的になった経緯について振り返りを行っています。引き続き、易怒性の有無と他者トラブルに注意していきましょう。

・種市　久子様～夜間、独語・迷惑行為著明に見られ、介入要している状況です。夜間の睡眠確保の為に日中、臥床傾向とならないよう活動時間の提供をしていきましょう。本人の気分転換も含めて外出訓練を検討していきましょう。

・吉田　定美様～入院時より体重が+11kgとなっています。下肢浮腫著明にありますが、本人は自覚症状ありません。水分管理の徹底と全身状態の観察を徹底していきましょう。毎日の体重測定も忘れずに行っていきましょう。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～診察時「西病棟へ行けと言う放送はあります」と幻聴について話されています。

現在は喫煙時などに西病棟へ行く行動は見られていません。引き続き、幻聴に関する訴え、行動化に注意し所在確認を徹底していきましょう。主治医より、病状説明と入院形態を含めてご家族様と面談実施の話しがありました。面談について日程調整していきましょう。

・佐川　光俊様～昨日、警察へ電話し携帯電話のICチップを警察が盗ったとの事で問い合わせした経緯あります。本人と入院時の預かり品の中にICチップある事確認しています。入院に関して被害的発言あり、母様に入院の諸経費について出させたいとの訴え聞かれています。週明けPSWと対応する事としています。

・佐々木　常夫様～表情の硬さあり、訴えも少なくなっています。他者（木村　格治様）トラブル回避のため、環境調整行っています。引き続き、精神症状と訴えの内容を観察し危険行為や粗暴行為、他者トラブルに注意していきましょう。

＜事故の振り返り＞

5/22藤井　崇史様へテンキー番号が漏出している事に気づかず西病棟へ通行させてしまった。事についての1ヶ月の振り返りを行っています。
	発生事故振り返りミーティング

	

	実施日
	　　　平成25年6月29日　　　　　13時分～13時分

	
	

	実施場所
	東病棟Bユニットスタッフオフィス

	
	

	参加者
	上野、前田、金井、加藤、野中、滝田

	
	

	発生事故内容
	藤井　崇史様へテンキー番号が漏出している事に気付かず西病棟へ通行させてしまった。

	
	

	原因分析
	· ‘西病棟に行きたい’との訴えは以前より聞かれ、プログラム誘導の際もスタッフの目を盗み西Aにいく行動あり介入していた。

· 新人看護師のプラスワン勤務（常に行動を共にしていた）で患者様の行動を見逃す時間（所在確認等の怠り）を作った。人員配置に気を配る必要があった。

	事故対策検討内容
	【1ヶ月後評価】

· 本人から「西病棟へ行きたい」との訴え持続し、西病棟へ行こうとする行動見られている。継続して所在確認の徹底とテンキー番号漏出に注意し介入していく。

· 喫煙や入浴の際にユニットより出る場合は、スタッフ付き添いし離棟の無いよう徹底していく。

	
	

	
	








